
　

ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会（
A
C
E
C
C
）

の
第
18
回
理
事
会
が
、2
0
1
0
年
2
月
21
日
〜

24
日
の
間
、韓
国
の
釜
山
市
で
開
催
さ
れ
た
。土
木

学
会
か
ら
は
、担
当
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
堀
越

に
加
え
、住
吉
幸
彦
代
表（
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
）、日
下
部
治
顧
問（
東
京
工
業
大
学
）、山
口

栄
輝
副
委
員
長（
九
州
工
業
大
学
）、鳥
居
雅
之
幹

事
長（
西
松
建
設
）、芹
野
恵
美
子（
事
務
局
）の
6

名
が
参
加
し
た
。

　

A
C
E
C
C
は
、ア
ジ
ア
域
内
の
持
続
可
能
な
社

会
資
本
の
整
備
を
目
指
し
て
、ア
ジ
ア
域
内
の
関
連

学
協
会
が
協
力
し
て
学
術
・
技
術
面
の
活
動
を
行

う
も
の
で
あ
り
、1
9
9
9
年
9
月
に
正
式
に
発

足
し
た
組
織
で
あ
る
。発
足
か
ら
10
年
以
上
が
経

過
し
、現
段
階
の
加
盟
国
は
、日
本
、ア
メ
リ
カ
、フ
ィ

リ
ピ
ン
、台
湾
、韓
国
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
、

モ
ン
ゴ
ル
、イ
ン
ド
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
10
ヶ
国
に
加
え
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
参
加
し
て
い

る
。
A
C
E
C
C
理
事
会
は
、組
織
上
A
C
E
C
C

に
お
け
る
最
高
議
決
機
関
で
あ
り
、1
年
に
1
〜
2

回
の
頻
度
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
理
事
会
で
の
主
要
議
題
は
、A
C
E
C
C

が
主
催
し
て
今
年
の
8
月
8
日
〜
12
日
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
に
て
開
催
さ
れ
る
第
5
回
ア

ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議（
C
E
C
A
R
：Civil 

E
ngineering conference in the A

sian 

Region

）の
詳
細
計
画
で
あ
る
。ア
ジ
ア
土
木
技
術

国
際
会
議
は
、第
1
回
大
会
を
1
9
9
9
年
に
マ
ニ

ラ
、第
2
回
を
2
0
0
1
年
に
東
京
、第
3
回
を

2
0
0
4
年
に
ソ
ウ
ル
、第
4
回
を
2
0
0
7
年
に

台
北
で
開
催
さ
れ
、最
近
で
は
、1
0
0
0
人
を
超

え
る
産
官
学
の
技
術
者
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
土

木
界
で
は
最
大
規
模
の
国
際
会
議
と
な
って
い
る
。

　

第
5
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議
の
機
軸

テ
ー
マ
は
、Innovative Com

m
unity Building

（
革
新
的
な
社
会
の
構
築
）で
あ
り
、会
議
で
扱
わ

れ
る
テ
ー
マ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、地
盤
や
構
造
、

環
境
な
ど
の
個
別
分
野
か
ら
、建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、交
通
、防
災
、水
管
理
や
気
候
変
動
な
ど
、ア
ジ

ア
が
直
面
す
る
幅
広
い
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、加
盟
国
の
学
会
長
が
一
堂
に
集
ま
っ
て

議
論
を
行
うPresidential M

eeting

、ア
ジ
ア

域
内
に
貢
献
を
も
た
ら

し
た
と
判
断
さ
れ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
技
術
者
へ
の

表
彰（
A
C
E
C
C
賞
）、

学
生
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
、

設
計
コ
ー
ド
や
メ
コ
ン
流
域

の
開
発
を
テ
ー
マ
に
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
、テ
ク
ニ
カ
ル
ツ

ア
ー
な
ど
の
催
し
が
準
備

さ
れ
て
い
る
。A
C
E
C
C

賞
に
つ
い
て
は
、加
盟
国
間

の
合
意
が
得
ら
れ
5
月

早
々
に
受
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
受
賞
者
が
決
定
す
る

予
定
で
あ
り
、受
賞
者
は

本
会
議
で
の
授
賞
式
に

出
席
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。な
お
、第
5
回
ア
ジ

ア
土
木
技
術
国
際
会
議

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、関
連

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：http://

w
w
w
.cecar5.com

/

を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

理
事
会
で
は
、上
記
、C
E
C
A
R
に
か
か
わ
る

議
事
の
ほ
か
に
、技
術
委
員
会（
T
C
）の
活
動
報

告
、第
6
回　

ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議　

開

催
計
画（
2
0
1
3
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
て
開
催

予
定
）、ACECC Perm

anent O
ffi  ce

の
設
立
の

可
否
な
ど
が
討
議
さ
れ
た
。

　

A
CECC Perm

anent O
ffi  ce

の
設
立
の
可
否

も
、今
回
の
理
事
会
で
の
大
き
な
議
題
で
あ
り
、ア

メ
リ
カ（
A
S
C
E
）が
香
港
支
部
を
使
っ
て
の
事

務
局
を
受
け
持
つ
と
の
提
案
を
行
っ
て
き
た
。ま

た
、時
を
同
じ
く
し
て
、フ
ィ
リ
ピ
ン（
P
I
C
E
）

も
、事
務
局
を
受
け
持
つ
と
の
提
案
を
行
っ
た
。現

在
の
A
C
E
C
C
規
定
で
は
、A
C
E
C
C
の
事

務
局
は
、ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議
を
開
催
す

る
国
の
学
協
会
に
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、い
わ
ば
、3
年
ご
と
の
持
ち
回
り
に
な
っ
て
い

る
。持
ち
回
り
制
を
採
用
し
た
背
景
に
は
、今
後
、発

展
が
目
覚
し
い
ア
ジ
ア
域
内
の
各
加
盟
国
が
、事
務

局
を
持
ち
回
り
で
経
験
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り

活
動
意
識
を
高
め
、連
携
の
重
要
性
を
自
覚
し
て
も

ら
う
こ
と
に
あ
る
。し
か
し
、A
C
E
C
C
発
足
10

第
18
回
　
A
C
E
C
C（
ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議

会
）理
事
会
参
加
報
告 

│
第
5
回
　
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議
の
開
催
に
向
け
て
│

委
員
会
報
告

土
木
学
会
A
C
E
C
C
担
当
委
員
会 
委
員
長
　

堀
越 

研
一
　（
大
成
建
設
（
株
））

写真1　理事会での集合写真

写真2　理事会開催風景
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土 木 学 会 の 動 き

周
年
を
2
0
0
9
年
に
迎
え
、今
後
、A
C
E
C
C

の
活
動
を
円
滑
に
か
つ
活
発
化
す
る
た
め
に
も
、

Perm
anent O

ffi  ce

を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
が
主
流
に
な
っ
て
き
た
。第
18
回
理
事
会
で
の

議
論
を
受
け
、土
木
学
会
と
し
て
も
、A
C
E
C
C

の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、Perm

anent O
ffi  ce

を

招
致
す
べ
く
諸
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。土
木
学
会
の
国
際
戦
略
を
勘
案
し
、長
期
的

視
野
に
た
っ
て
早
急
に
準
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
釜
山
市
は
、人
口
約

3
8
0
万
人
。ア
ジ
ア
屈
指
の
港
湾
都
市
で
あ
る
。

市
内
は
、ま
さ
に
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
。オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や

住
宅
ビ
ル
の
建
設
だ
け
で
な
く
、湾
岸
を
通
過
す

る
高
速
道
路
、お
よ
び
こ
れ
に
伴
う
橋
梁
の
建
設
が

盛
ん
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

最
終
日
、理
事
会
参
加
者
一
同
で
、釜
山
市
の

南
西
部
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
釜
山
巨
済
島

連
絡
道（Busan-Geoje Fixed Link Project

）

建
設
現
場
を
見
学
す
る
機
会
を
得
た
。延
長
8
・

2
㎞
の
道
路
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、二
つ
の
斜
張
橋

と
、韓
国
で
は
初
と
な
る
海
底
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
と

か
ら
な
っ
て
い
る
。同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、P
P
P

（Public Private Partnership

）の
概
念
の
も
と
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総
額
2
・
3
兆
韓
国
ウ
ォ
ン（
約

1
8
0
0
億
円
）の
う
ち
、72
・
25
％
を
民
間
か
ら
の

出
資
で
賄
っ
て
お
り
、事
業
者
は
40
年
間
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョン
を
任
さ
れ
る
契
約
と
な
っ
て
い
る
。

　

わ
が
国
と
同
様
、ド
バ
イ
シ
ョッ
ク
の
影
響
を
受

け
、高
齢
化
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
る
韓
国
が
、今
こ

そ
海
外
と
ば
か
り
に
、自
信
を
も
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
で
活
動
を
進
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。今
の

日
本
の
建
設
業
界
に
最
も
必
要
な
も
の
は
、「
元
気
」

で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。8
月
に

開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議
に
つ
い
て

も
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
開
拓
す
る
と
い
う

視
点
で
積
極
的
な
参
加
を
望
む
次
第
で
あ
る
。

写真3　 釜山巨済島連絡道　沈埋トンネル入り口の施工
状況

写真4　斜張橋の施工状況
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